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日本の恐竜研究はどこまできたのか？：東・東南アジアの前期白亜紀恐竜
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Abstract.  Researches�on�Japanese�dinosaurs�make�progress�dramatically�in�these�decades,�since�the�first�dinosaur�
discovery�in�the�present�territory�of�Japan�was�made�in�1978.�Currently,�Japanese�dinosaur�fossils�have�been�
unearthed�in�16�prefectures�of�Japan,�from�Hokkaido�to�Kagoshima.�However,�all�named�Japanese�dinosaurs,�
seven�original�genus�and�species,�are�known�only�from�three�localities�of�the�Lower�Cretaceous�of�the�Inner�
Zone�of�Southwest�Japan;�Kuwajima�and�Kitadani�formations�of�the�Tetori�Group�in�Ishikawa�and�Fukui�
respectively,�and�“lower�formation”�of�the�Sasayama�Group�in�Hyogo.�Abundant�dinosaur�body�fossil�records�
from�these�sites�make�it�possible�to�compare�and�discuss�as�a�dinosaur�assemblage,�namely�“Dinosaur�Fauna�
(hereafter�DF)”,�to�other�Early�Cretaceous�DFs�in�East�and�Southeast�Asia.�Comparisons�of�Shiramine�(Kuwajima�
Fm.),�Katsuyama�(Kitadani�Fm.)�and�Tamba-Sasayama�(“lower�formation”)�DFs�to�Hekou,�Jehol�and�Mazongshan�
DFs�from�China�(North�China�Craton)�and�Khorat�DF�from�Thailand�(Indosina�Terrane)�shows�interesting�
results�on�relationships�among�faunal�changes,�paleogeography�and�paleoenvironment;�Shiramine�and�Jehol�
DFs,�in�the�early�Early�Cretaceous,�shares�faunal�similarities�under�a�relatively�cool�climate,�Katsuyama�DF,�in�
the�middle�Early�Cretaceous,�became�to�include�“southern”-type�dinosaurs,�such�as�an�allosauroid�and�a�
hadrosauroid�under�somewhat�dry�and�temperate�climate,�and�Tamba-Sasayama�DF,�in�the�late�Early�Cretaceous,�
includes�a�neoceratposian�shared�with�Mazongshan�DF�and�sauropod�with�“peg”�like�teeth�shared�with�Khorat�
DF�under�seasonal�dry�and�temperate�climate.�Although�more�sophisticated�chronological,�paleogeographical,�
and�paleoenvironmental�data�are�needed�to�understand�their�relationships,�our�result�implies�that�there�were�
possibly�several�routes�for�dinosaur�divergences�in�the�eastern�margin�of�Asia�continent,�and�some�taxa�might�
have�been�originated�in�the�Early�Cretaceous�of�Asia.
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はじめに

本邦における恐竜研究は欧米に比べると歴史が浅く，
1936年に，北海道帝国大学長尾巧教授が当時日本領だっ
た樺太（現　ロシア領サハリン）で発見された恐竜をハ
ドロサウルス類新属新種のNipponosaurus sacharinensis

（ニッポノサウルス・サハリネンシス）として記載したこ
とから始まる．2016年でちょうど80年目である．この節
目の年に，日本の恐竜化石（ここでは体化石）の発見と
研究史を通覧してみる（図1）．

ニッポノサウルスの報告の後，1978年に岩手県岩泉町
の下部白亜系宮古層群で竜脚類の上腕骨“モシリュウ”
が戦後の日本として初めて発見されるまで，長きに渡り

日本国内での恐竜骨化石の発見はなかった．翌年の1979
年には，熊本県御船町の上部白亜系御船層群で“ミフネ
リュウ”（獣脚類）の歯化石が発見され，両者は，1990年
代初めに，日本産恐竜として戦後初めて記載された

（Hasegawa,�et al.,�1991,�1992）．
1982年，石川県白峰村（現　白山市）で，福井県の中

学生により，肉食恐竜の歯が発見された（東,�1989;�東・
長谷川,�1989）．後に“カガリュウ”と呼ばれる，この標
本の発見は，手取層群の恐竜研究の始まりとなった．同
年夏には，福井県勝山市の下部白亜系の同層群北谷層か
らワニ類の歯が発見され，その後，全身骨格が発掘され
る．この時の発掘調査により，恐竜の骨と疑われる骨化
石が発見されていたが，その当時の国内では判別できる
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図1．日本の恐竜体化石発見・研究の歴史．各道県における体化石の最初および主要な発見と報告．★：発見，■：調査団による発掘調査開
始（報告書等で調査団名等が明記されているもの），●：論文による報告，▲：学会発表での初報告（講演要旨を引用），◎：新種記載論文
および再記載論文，Aおよび“I‒VII”：新種の発見と記載，＊：学会講演要旨．

Fig.�1.�History�of�discoveries�and�researches�of�dinosaur�body�fossils�in�Japan.�First�and�major�dinosaur�body�fossil�discoveries�and�reports�from�
each�prefecture�are�shown.�★:�first�discovery,�■:�the�first�year�of�the�excavation�by�a�research�group,�whose�name�was�noted�in�reports,●:�
report�by�a�research�paper,▲:�report�at�a�conference�or�meeting�(referred�proceedings�of�meetings),�◎:�new�taxonomic�descriptions�or�re-
descriptions,�A�and�I‒VII:�related�discoveries�and�descriptions�of�new�species,�*:�proceedings.

年 内容 標本 時代 発掘調査団 場所 産地番号 記載論文・参考文献 地層

1934 樺太（現 サハリン）でハドロサウルス類発見 ★ A ハドロサウルス類の頭骨など 後期白亜紀 樺太（現:ロシア領） -
Nagao (1936), 佐々（1981），
小玉ほか（2002）

蝦夷層群ブイコフ層

1936 ニッポノサウルス・サハリネンシス ◎ A ニッポノサウルス 後期白亜紀 樺太（現:ロシア領） - Nagao (1936) 蝦夷層群ブイコフ層

1978 日本初の恐竜化石発見（“モシリュウ”） ★ 竜脚類の上腕骨 前期白亜紀 岩手県岩泉町 6 Hasegawa et al.  (1991) 宮古層群

1979 日本初の獣脚類化石発見（“ミフネリュウ”） ★ 獣脚類の歯 後期白亜紀 熊本県御船町 24 Hasegawa et al.  (1992) 御船層群上部層

1981 群馬県初の恐竜化石発見（“サンチュウリュウ”） ★ オルニトミモサウルス類の椎骨 前期白亜紀 群馬県中里村（現:神流町） 8 長谷川ほか（1984）* 山中白亜系瀬林層

1982 手取層群初の恐竜化石発見（“カガリュウ”） ★ 獣脚類の歯 前期白亜紀 石川県白峰村（現:白山市） 10 東（1989） 手取層群桑島層

“モシリュウ”の報告* ▲ 竜脚類の上腕骨 前期白亜紀 岩手県岩泉町 6 長谷川ほか（1982）* 宮古層群田野畑層

1984 熊本県御船町の獣脚類の歯の報告* ▲ 獣脚類の歯 後期白亜紀 熊本県御船町 24
Hasegawa and Murata
(1984)*

御船層群上部層

1986 福島県初の恐竜化石発見（“ヒサノハマリュウ”） ★ 竜脚類の歯 後期白亜紀 福島県いわき市 7 Saegusa and Tomida (2011) 双葉層群玉山層

福島県広野町で恐竜化石発見　（“ヒロノリュウ”,
“フタバリュウ”）

★
ハドロサウルス類の歯、獣脚類の骨
など

後期白亜紀 福島県広野町 7
董ほか（1990）,
Ohashi et al. (2015)

双葉層群芦沢層

石川県白峰村（現 白山市）で発掘調査開始** ■ 前期白亜紀 白峰村教育委員会 石川県白峰村（現:白山市） 10
白峰村教育委員会（1989），
東ほか（1995）

手取層群桑島層

1987 福島県広野町の恐竜化石の報告* ▲ 福島県広野町 7 長谷川ほか（1987）* 双葉層群芦沢層

1988 福井県勝山市で発掘予備調査** ■ 獣脚類の歯など 前期白亜紀 福井県立博物館 福井県勝山市 11 東ほか（1995） 手取層群北谷層

岐阜県荘川村で恐竜化石発見 ★ 鳥盤類の歯 前期白亜紀 岐阜県荘川村（現：高山市） 15 Ohashi (2011) 手取層群大黒谷層

1989 福井県勝山市の発掘調査開始（〜継続中） ■ I, II 前期白亜紀
福井県立博物館（現
在は福井県立恐竜
博物館）

福井県勝山市 11 東ほか（1995） 手取層群北谷層

1990 福岡県初の恐竜化石発見と報告 ★ 獣脚類の歯 前期白亜紀 福岡県宮若市 22 Okazaki (1992) 関門層群千石層

福井県の恐竜化石報告 ▲ 前期白亜紀 福井県勝山市 11 東（1990）* 手取層群北谷層

岐阜県（白川村・荘川村）の発掘調査開始 ■ 獣脚類や鳥脚類の歯 前期白亜紀
岐阜県恐竜化石学
術調査団

岐阜県荘川村（現：高山市） 15
岐阜県恐竜化石学術調査団
（1992）

手取層群アマゴ谷層

1991 御船町の恐竜化石調査開始 ■ 前期白亜紀
御船町恐竜化石調
査委員会

熊本県御船町 24
御船町恐竜化石調査委員会
（1998)

御船層群上部層

“モシリュウ”の報告 ● 竜脚類の上腕骨 前期白亜紀 岩手県岩泉町 6 Hasegawa et al. （1991） 宮古層群田野畑層

1992 ”ミフネリュウ”の報告 ● 獣脚類の歯 後期白亜紀 熊本県御船町 24 Hasegawa et al. （1992） 御船層群上部層

“ワキノサウトウリュウ”の報告 ● 獣脚類の歯 前期白亜紀 福岡県宮若市 22 Okazaki (1992) 関門層群千石層

1993 岐阜県の恐竜化石報告 ● 前期白亜紀 岐阜県荘川村（現：高山市） 14
岐阜県恐竜化石学術調査団
（1992）

手取層群大黒谷層，
アマゴ谷層

1994 徳島県初の恐竜化石発見 ★ イグアノドン類の歯 前期白亜紀 徳島県勝浦町 20 両角ほか (1995) 物部川層群立川層

1995 北海道夕張市でノドサウルス類の発見 ★ ノドサウルス類の脳函など 後期白亜紀 北海道夕張市 3 Hayakawa et al. (2005) 蝦夷層群日陰の沢層

徳島県の恐竜化石の報告 ● イグアノドン類の歯 前期白亜紀 徳島県勝浦町 20 両角ほか（1995) 物部川層群立川層

1996 三重県初の竜脚類の発見 ★ 竜脚類の上腕骨や大腿骨など 前期白亜紀 三重県鳥羽市 16
三重県大型化石発掘調査団
（1997, 2001）

松尾層群

三重県の恐竜化石発掘調査 ■ 前期白亜紀
三重県大型化石発
掘調査団

三重県鳥羽市 16
三重県大型化石発掘調査団
（2001）

松尾層群

北海道夕張市のノドサウルス類の報告 ▲ ノドサウルス類の脳函など 前期白亜紀 北海道夕張市 3
Hayakawa and Carpenter
(1996)*

蝦夷層群日陰の沢層

1997 Japanese Dinosaurs ● - Azuma and Tomida (1995)

石川県桑島化石壁調査　（〜1999) ■ III
イグアノドン類の歯、獣脚類の歯や
末節骨など

前期白亜紀
手取川流域の珪化
木産地（桑島化石
壁）産出化石調査団

石川県白峰村（現:白山市） 10
石川県白峰村教育委員会
(2000)

手取層群桑島層

熊本県御所浦町初の恐竜化石発見 ★ 獣脚類の歯、竜脚類の四肢骨など 後期白亜紀
御所浦町恐竜化石
グループ（高知大学
地学教室）

熊本県御所浦町（現:天草市） 25 菊池ほか（1997）
御所浦層群江の口層，
唐木崎層

1997 熊本県御所浦町化石調査** ■ 後期白亜紀
御所浦町恐竜化石
グループ（高知大学
地学教室）

熊本県御所浦町（現:天草市） 25 菊池ほか（1997）
御所浦層群江の口層，
唐木崎層

1999 富山県初の恐竜化石発見 ★ 獣脚類の歯 前期白亜紀
 富山県恐竜化石調
査団

富山県富山市 9
富山県恐竜足跡化石協議会
（2000）

手取層群和佐府層

群馬県のオルニトミモサウルス類の報告 ● 椎体 前期白亜紀 群馬県中里村（現:神流町） 8 Hasegawa et al.  (1999) 山中白亜系瀬林層

ティラノサウルス科の歯の報告 ● 歯 前期白亜紀 福井県和泉村（現：大野市） 12 Manabe (1999) 手取層群伊月層

2000 フクイラプトル・キタダニエンシス ◎ I 四肢骨など 前期白亜紀 福井県勝山市 11 Azuma and Currie (2000) 手取層群北谷層

北海道中川町初の恐竜化石発見 ★ 獣脚類の末節骨 後期白亜紀 北海道中川町 1 Murakami et al.  (2008) 蝦夷層群オソウシナイ層

2001 三重県の竜脚類の記載 ● 竜脚類の上腕骨など 前期白亜紀 三重県鳥羽市 16 冨田ほか（2001） 松尾層群

2003 フクイサウルス・テトリエンシス ◎ II 頭骨など 前期白亜紀 福井県勝山市 11 Kobayashi and Azuma (2003) 手取層群北谷層

2004 ニッポノサウルスの再記載 ◎ A 頭骨など 後期白亜紀 樺太（現：ロシア領） - Suzuki et al.  （2004） 蝦夷層群ブイコフ層

長崎県長崎市初の恐竜化石発見 ★ 鳥脚類の大腿骨 後期白亜紀 長崎県長崎市 23 宮田ほか（2011）* 三ツ瀬層

兵庫県洲本市初の恐竜化石発見 ハドロサウルス類の下顎など 後期白亜紀 兵庫県洲本市 18 三枝（2011） 和泉層群北阿万層

2005 夕張市のノドサウルス類の報告 ● ノドサウルス類の頭骨など 後期白亜紀 北海道夕張市 3 Hayakawa et al.  (2005) 蝦夷層群日陰の沢層

兵庫県洲本市の恐竜化石の報告 ▲ ハドロサウルス類の下顎など 後期白亜紀 兵庫県洲本市 18 Suzuki et al.  (2005)* 和泉層群北阿万層

2006 兵庫県丹波市で大型恐竜化石発見 ★ V 竜脚類の肋骨など 前期白亜紀 兵庫県丹波市 17
篠山層群恐竜化石等発掘調
査検証委員会（2013)

篠山層群下部層

Dinosaurs from Japan ● - Kobayashi et al. (2006)

2007 兵庫県丹波市での発掘調査 ■ V 竜脚類の頭骨の一部など 前期白亜紀
兵庫県立人と自然
の博物館

兵庫県丹波市 17
篠山層群恐竜化石等発掘調
査検証委員会（2013)

篠山層群下部層

和歌山県湯浅町で恐竜の歯化石発見 ★ 獣脚類の歯 前期白亜紀 和歌山県湯浅町 19 小原 （2008） 湯浅層

福井県勝山市初の大型恐竜化石の発見など
★ IV,

VII
竜脚類の大腿骨や小型の獣脚類の
全身骨格

前期白亜紀 福井県勝山市 11 Azuma and Shibata (2010) 手取層群北谷層

2008 北海道中川町の恐竜化石報告 ● マニラプトル類の末節骨 後期白亜紀 北海道中川町 1 Murakami et al.  (2008) 蝦夷層群オソウシナイ層

岩手県久慈市初の恐竜化石発見 ★ 鳥盤類の坐骨 後期白亜紀 岩手県久慈市 4 平山ほか（2010） 久慈層群玉川層

福井県勝山市で鳥脚類化石発見 ★VI 鳥脚類の上顎骨、大腿骨など 前期白亜紀 福井県勝山市 11 Shibata and Azuma (2015) 手取層群北谷層

鹿児島県薩摩川内市初の恐竜化石発見 ★ 獣脚類の歯 後期白亜紀 鹿児島県薩摩川内市 27 Miyake et al . (2009) 姫浦層群

2009 アルバロフォサウルス・ヤマグチオルム ◎ III 頭骨 前期白亜紀 石川県白峰村（現:白山市） 10 Ohashi and Barret (2009) 手取層群桑島層

2010 フクイティタン・ニッポネンシス ◎ IV 四肢骨など 前期白亜紀 福井県勝山市 11 Azuma and Shibata (2010) 手取層群北谷層

鹿児島県長島町獅子島の恐竜化石報告 ● 鳥脚類の歯 後期白亜紀 鹿児島県長島町獅子島 26 谷本・宇都宮（2010） 御所浦層群獅子島層

岩手県久慈市の恐竜化石報告 ● 後期白亜紀 岩手県久慈市 5 平山ほか（2010） 久慈層群玉川層

2011 長崎県の恐竜化石の報告 ▲ 後期白亜紀 長崎県長崎市 23 宮田ほか（2011）* 三ツ瀬層

北海道むかわ町初で恐竜化石発見 ★ ハドロサウルス類の全身骨格 後期白亜紀 北海道むかわ町 4 櫻井ほか（2014） 蝦夷層群函淵層

2013 鹿児島県薩摩川内市の獣脚類の報告 ● 獣脚類の歯 後期白亜紀 鹿児島県薩摩川内市 27 Tsuihiji et al. (2013) 姫浦層群

2014 タンバティタニス・アミキティアエ ◎ V 脳函など 前期白亜紀 兵庫県丹波市 17 Saegusa and Ikeda (2014) 篠山層群下部層

熊本県天草市の恐竜化石の報告 ● 鳥脚類の歯 後期白亜紀 熊本県天草市 25 黒須ほか（2014） 御所浦層群烏帽子層

2015 コシサウルス・カツヤマ ◎ VI 上顎骨など 前期白亜紀 福井県勝山市 11 Shibata and Azuma (2015) 手取層群北谷層

2016 フクイベナートル・パラドクサス ◎ VII 全身骨格 前期白亜紀 福井県勝山市 11 Azuma et al.  (2016) 手取層群北谷層
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だけの資料が整っていなかったため次の発見を待つこと
になる．その後，1987年に獣脚類の歯などが発見され，
北谷層における恐竜の存在が確認された（東,�1991）．こ
のほか，1980年代後半には，福島県や岐阜県でも恐竜化
石が発見されるようになる．

恐竜化石発掘調査が，自治体主導で大規模に行われる
ようになったのは，1986年の石川県白峰村教育委員会の
恐竜化石調査団によるものがその端緒であろう（東,�1989;�
白峰村教育委員会,�1989）．1988年には福井県でも福井県
立博物館（現在は福井県立恐竜博物館により継続）によ
り調査隊が組織され，1989年から本格的な調査が開始さ
れた．

1990年代には，恐竜化石は福岡県や徳島県，三重県な

どでも新たに発見され，2000年以降は，富山県や長崎県
などからも続々と知られるようになる．このように日本
の恐竜化石の発見・研究は1990年以降盛んになってきて
おり，Kobayashi�et al.（2006）は，ジュラ紀〜白亜紀末
にかけての日本産恐竜化石をレビューし，分類群ごとの
検討を行った．その後も，兵庫県や和歌山県，鹿児島県
などから新たな発見が相次ぎ，現時点では恐竜の体化石
の発見地は16道県に及ぶ（図2）．

この中で，比較的保存状態の良い標本に基づき，2000
年には現日本領産の恐竜としては初めての新属新種と�
なる，獣脚類Fukuiraptor kitadaniensis（フクイラプト�
ル・キタダニエンシス）が記載され，2016年の獣脚類
Fukuivenator paradoxus（フクイベナートル・パラドク�

図2．日本の恐竜体化石産地（ただし鳥類を除く）．A，中生界の分布と恐竜体化石産地，1：北海道中川町，2：北海道小平町，3：北海道夕
張市，4：北海道むかわ町，5：岩手県久慈市，6：岩手県岩泉町，7：福島県広野町・いわき市，8：群馬県神流町，9：富山県富山市，10：
石川県白山市，11：福井県勝山市，12：福井県大野市，13：岐阜県飛騨市，14：岐阜県白川村，15：岐阜県高山市，16：三重県鳥羽市，
17：兵庫県丹波市・篠山市，18：兵庫県洲本市，19：和歌山県湯浅町，20：徳島県勝浦町，21：福岡県北九州市，22：福岡県宮若市，23：
長崎県長崎市，24：熊本県御船町，25：熊本県天草市，26：鹿児島県長島町，27：鹿児島県薩摩川内市（福井県立恐竜博物館（2000）を
改変）．恐竜のシルエットは新種記載されたタクサの存在を示す．B，福井県勝山市の恐竜化石発掘現場（2014年，福井県立恐竜博物館撮
影），C，熊本県御船町の恐竜化石発掘現場（2005年，池上直樹氏撮影）．

Fig.�2.�Dinosaur�body�fossil�localities�in�Japan.�A,�Distribution�of�Mesozoic�strata�and�dinosaur�body�fossil�localities�in�Japan,�1:�Nakagawa-cho,�
Hokkaido,�2:�Obira-cho,�Hokkaido,�3:�Yubari-shi,�Hokkaido,�4:�Mukawa-cho,�Hokkaido,�5:�Kuji-shi,�Iwate,�6:�Iwaizumi-cho,�Iwate,�7:�Hirono-
machi�and�Iwaki-shi,�Fukushima,�8:�Kanna-machi,�Gunma,�9:�Toyama-shi,�Toyama,�10:�Hakusan-shi,�Ishikawa,�11:�Katsuyama-shi,�Fukui,�12:�
Ohno-shi,�Fukui,�13:�Hida-shi,�Gifu,�14:�Sirakawa-mura,�Gifu,�15:�Takayama-shi,�Gifu,�16:�Toba-shi,�Mie,�17:�Tamba-shi�and�Sasayama-shi,�
Hyogo,�18:�Sumoto-shi,�Hyogo,�19:�Yuasa-cho,�Wakayama,�20:�Katsuura-cho,�Tokushima,�21:�Kitakyushu-shi,�Fukuoka,�22:�Miyawaka-shi,�
Fukuoka,�23:�Nagasaki-shi,�Nagasaki,�24:�Mifune-machi,�Kumamoto,�25:�Amakusa-shi,�Kumamoto,�26:�Nagashima-cho,�Kagoshima,�27:�
Satsumasendai-shi,�Kagoshima.�Modified�from�the�Fukui�Prefectural�Dinosaur�Museum�(2000).�Silhouettes�represent�described�new�species.�
B,�the�excavation�site�in�Katsuyama-shi,�Fukui�(2014).�C,�the�excavation�site�in�Mifune-machi,�Kumamoto�(2005:�courtesy�of�Dr.�Naoki�Ikegami).
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サス）まで計5新属新種が福井県勝山市の手取層群北�
谷層から記載・報告されている（図3A‒D;�Azuma�and�
Currie,�2000;�Kobayashi�and�Azuma,�2003;�Azuma�and�
Shibata,�2010;�Shibata�and�Azuma,�2015;�Azuma�et al.,�
2016）．さらに石川県の手取層群桑島層から原始的な角
竜類Albalophosaurus yamaguchiorum（アルバロフォサウ
ルス・ヤマグチオルム）が，兵庫県の篠山層群下部層か
ら竜脚類Tambatitanis amicitiae（図3E;�タンバティタニ
ス・アミキティアエ）が報告されている（Ohashi�and�
Barrett,�2009;�Saegusa�and�Ikeda,�2014）．以上のように，
本邦の新種恐竜は現在7種類を数える（ただし，足跡や
卵化石を除く）．また，最近では，福井県勝山市の北谷層
から各部位がかなり揃った鳥類の化石や，北海道の上部
白亜系蝦夷層群函淵層からハドロサウルス類の全身骨格

（Kobayashi�et al.,�2014;�櫻井ほか,�2014）が発見されて
おり，鳥類を含めた日本産恐竜化石情報が累積されつつ
ある．

このように，本邦の恐竜研究はここ40年で急速に進展
しているが，種を判別できるほど保存状態の良い恐竜化
石が発見されているのは，現時点で西南日本内帯の下部
白亜系に限定される（図2）．特に，手取層群と篠山層群
からは，断片的な部位のものを含めて多くの恐竜体化石
が発見されており，前期白亜紀の恐竜フォーナとしてア
ジアの他地域のものと比較することが可能である．東

（1991）では，まだ断片的であったが，手取層群の恐竜
化石記録に基づいて認識された「恐竜動物群」と，Dong

（1992;�1991年時点では印刷中）が提唱した中国大陸の
「恐竜動物群」との比較を試み，その重要性を述べた．近
年，本邦だけでなく，アジア全域においても恐竜化石記
録は格段に増加しており，恐竜フォーナとして比較する
ことが可能になっている．

本論では，東・東南アジア地域において，先行研究で
報告されている前期白亜紀恐竜フォーナと本邦前期白亜
紀の恐竜フォーナの比較を試み，本邦恐竜フォーナの移

図3．全身骨格が復元されている日本の恐竜．A，フクイラプトル・キタダニエンシス，B，フクイラプトル・テトリエンシス，C，フクイベ
ナートル・パラドクサス，D，フクイベナートルの実物化石，E，タンバティタニス・アミキティアエ（全長：15�m；画像提供，株式会社　
日展）．

Fig.�3.�Skeletal�reconstructions�of�Japanese�dinosaurs.�A,�Fukuiraptor kitadaniensis,�B,�Fukuisaurus tetoriensis,�C,�Fukuivenator paradoxus.�D,�the�
original�skeleton�of�Fukuivenator.�E,�Tambatitanis amicitiae�(Total�length:�15�m;�courtesy�of�NITTEN�CO.,�LTD.).
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動や進化過程に関して議論する．なお，初出の恐竜フォー
ナは英語表記，恐竜の学名についてはラテン語表記を併
記する．

西南日本内帯の前期白亜紀恐竜フォーナ

先に述べたように，本邦では，西南日本内帯の下部白
亜系において多くの恐竜化石が発見されており，しかも，
種が判別できるほど，保存状態が良い標本の産出は手取
層群と篠山層群に限られている（図2,�3）．従って，これ
ら2層群の3つの恐竜フォーナを取り上げる．なお，本
論では，東（1991）やAzuma�and�Tomida（1995）が

「恐竜動物群」と呼んだ「Dinosaur�fauna」を「恐竜フォー
ナ」と呼ぶこととし，また，上記2つの先行研究におい
て、桑島層を中心とした石徹白亜層群のフォーナを「白
峰恐竜フォーナ」，北谷層を中心とした赤岩亜層群のもの
を「勝山恐竜フォーナ」と称したのに対し，両恐竜フォー
ナとも桑島層および北谷層から産出する恐竜体化石に限
定し，議論する．また，篠山層群下部層は，2006年のタ
ンバティタニスの発見に伴い知られるようになった比較
的新しい恐竜化石産出層で（篠山層群恐竜化石等発掘調
査検証委員会，2013），それら恐竜化石が丹波市および
篠山市に分布することから「丹波・篠山恐竜フォーナ

（Tamba-Sasayama�Dinosaur�Fauna）」と呼ぶことにする．
以下，各フォーナの特徴を簡単に述べる．また，初出や
タイトル以外で各恐竜フォーナを述べる場合，「恐竜
フォーナ」をDFと略称で表記する．

白峰恐竜フォーナ（Shiramine Dinosaur Fauna）
石川県白山市白峰地域（旧白峰村）に分布する手取層

群桑島層（バレミアン階〜アプチアン階；酒井ほか,�2015;�
Matsuoka�et al.,�2016）から発見された8種の恐竜により
構成される（図4;�真鍋・バレット,�2000;�Manabe�et al.,�
2000;�石川県白峰村教育委員会,�2000;�Barrett�et al.,�2002;�
Kobayashi�et al.,�2006;�Ohashi�and�Barrett,�2009;�Barrett�
and�Ohashi,�2016）．桑島層からは，“ヘラ状”の竜脚類の
歯やコエルロサウルス類の歯（真鍋・バレット,�2000;�
Manabe�et al.,�2000;�石川県白峰村教育委員会,�2000;�
Saegusa�and�Tomida,�2011），イグアノドン類の歯や原始
的な鳥盤類の顎の一部が報告されている（Barrett�and�
Ohashi,�2016）．最も保存状態の良い頭骨は，アルバロ
フォサウルス（Ohashi�and�Barrett,�2009）で，Han�et 
al.（2012）では，原始的な角竜類に分類されている．以
上のように，本フォーナは，“ヘラ状”の歯を持つ竜脚類，
ティラノサウルス上科，ドロマエオサウルス科やオヴィ
ラプトロサウルス類などの多様な小型のコエルロサウル
ス類，原始的な角竜類がいたことで特徴づけられる．

勝山恐竜フォーナ（Katsuyama Dinosaur Fauna）
福井県勝山市に分布する手取層群北谷層（アプチアン

階以上；酒井ほか,�2015）からは，現在7種の恐竜体化石
が認識され，そのうち5種には学名が付けられている（図
4）．獣脚類では，上下の顎の骨の一部や，発達した前肢
の末節骨を含む四肢骨，成長段階の異なる大腿骨などが
発見されている中型のネオベナートル科フクイラプトル
と，全身の70�%近い骨化石が発見され，異形歯で，円錐
状の鋸歯の無い歯をもつ，小型のコエルロサウルス類フ
クイベナートルがある（Azuma�and�Currie,�2000;�Currie�
and�Azuma,�2006;�Ortega�et al.,�2010;�Azuma�et al.,�
2016）．その他断片的ではあるが，ドロマエオサウルス
科（Currie�and�Azuma,�2006）やオルニトミモサウルス
類の存在も明らかになっている（東ほか,�2013）．竜脚類
は，2007年に上腕骨を含む四肢骨を中心とした部位が発
見され，遠位の尾椎の椎体関節面が前凸・後凹型という
特徴を持つティタノサウルス形類Fukuititan nipponensis

（フクイティタン・ニッポネンシス）が報告された（Azuma�
and�Shibata,�2010）．歯は，いわゆる“ヘラ状”であ�
る．鳥脚類は最も豊富に発見され，上顎の側方運動

（pleurokinesis）が制限されていた形態を示し，下顎には
原始的な特徴を示すFukuisaurus tetoriensis（フクイサウ
ルス・テトリエンシス）と，上顎骨や大腿骨の一部など
の部位が発見され，上顎骨に前眼窩窓の痕跡を残す，ハ
ドロサウルス上科Koshisaurus katsuyama（コシサウルス・
カツヤマ）の2種が知られている（Kobayashi�and�Azuma,�
2003;�Shibata�and�Azuma,�2015）．以上のように，勝山
恐竜フォーナは，肉食性の中型のネオベナートル科，お
よび小型の肉食性ではないコエルロサウルス類，2種の
イグアノドン類，ヘラ状の歯を持つティタノサウルス形
類で特徴づけられる．

丹波・篠山恐竜フォーナ（Tamba-Sasayama Dinosaur 
Fauna）

兵庫県丹波市と篠山市に分布する篠山層群下部層（ア
ルビアン階；Saegusa�and�Tomida,�2011）の数地点から
8種の恐竜類が発見されている（図4;�三枝,�2011）．頭骨
の一部や仙椎，尾椎，腰帯など多くの部位が発見され，
歯は“杭（peg）”状の形態を示す，ティタノサウルス形
類タンバティタニスを始め，ティラノサウルス類やテリ
ジノサウルス類の遊離歯，デイノニコサウルス類の連結
した前肢，イグアノドン類や新角竜類，鎧竜類の歯など
も発見されている（三枝ほか,�2010;�Saegusa�and�Tomida,�
2011;�三枝,�2011;�篠山層群恐竜化石等発掘調査検証委員
会,�2013;�Saegusa�and�Ikeda,�2014）．従って本フォーナ
は，杭状の歯を持つ竜脚類や他の本邦前期白亜紀恐竜
フォーナにはいないテリジノサウルス類，新角竜類，鎧
竜類などで特徴づけられる．
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図4．東・東南アジアの前期白亜紀恐竜フォーナの比較．中国：河口，熱河，馬鬃山恐竜フォーナ（Dong,�1997;�Dong�and�You,�1997;�Lü,�
1997;�You�et al.,�2005a,�b,�2014;�You�and�Luo,�2008;�Zhou�and�Wang,�2010;�Kurosu�and�Ji,�2015;�Sweetman,�2015;�Zhang�et al.,�2015），日
本：白峰，勝山，丹波・篠山恐竜フォーナ（真鍋・バレット,�2000;�Matsuoka�et al.,�2002;�Azuma�and�Currie,�2000;�Kobayashi�and�Azuma,�
2003;�Kobayashi�et al.,�2006;�Ohashi�and�Barrett,�2009;�Azuma�and�Shibata,�2010;�三枝ほか,�2010;�Shibata�and�Azuma,�2015;�Azuma�et al.,�
2016），タイ：PK（プ・クラドゥン），SK（サオ・クア），PP（プ・パン），KK（コク・クルアト）恐竜フォーナ（Azuma�et al.,�2011;�
Buffetaut�and�Suteethorn,�1999,�2011;�Buffetaut�et al.,�2005,�2006;�Shibata�et al.,�2011,�2015）．表中の数字はフォーナから知られている恐
竜の種数を示す．＊：プ・クラドゥン層は最下部に上部ジュラ系を含み，これらはジュラ紀末の恐竜だと考えられる．

Fig.�4.�Comparison�of�Early�Cretaceous�dinosaur�faunas�in�East�and�Southeastern�Asia.�China:�Hekou,�Jehol,�and�Mazongshan�dinosaur�faunas�
Dong,�1997;�Dong�and�You,�1997;�Lü,�1997;�You�et al.,�2005,�2014;�You�and�Luo,�2008;�Zhou�and�Wang,�2010;�Kurosu�and�Ji,�2015;�Sweetman,�
2015;�Zhang�et al.,�2015),�Japan:�Shiramine,�Katsuyama,�and�Tanba-Sasayama�dinosaur�faunas�(Manabe�and�Barret,2000;�Matsuoka�et al.,�
2002;�Azuma�and�Currie,�2000;�Kobayashi�and�Azuma,�2003;�Kobayashi�et al.,�2006;�Ohashi�and�Barrett,�2009;�Azuma�and�Shibata,�2010;�
Saegusa�et al.,�2010;�Shibata�and�Azuma,�2015;�Azuma�et al.,�2016),�Thailand:�PK�(Phu�Kradung),�SK�(Sao�Khua),�PP�(Phu�Phan),�and�KK�
(Khok�Kruat)�dinosaur�faunas�(Azuma�et al.,�2011;�Buffetaut�and�Suteethorn,�1999,�2011;�Buffetaut�et al.,�2005,�2006;�Shibata�et al.,�2011,�
2015).�Numbers�in�the�table�indicate�dinosaurian�species�known�in�the�fauna.�*:�Late�Jurassic�dinosaurs,�since�the�lower�part�of�the�Phu�Kradung�
Formation�is�considered�as�the�Upper�Jurassic.

河口 熱河 馬鬃山 白峰 勝山 丹篠 PK SK PP KK
 竜盤目

獣脚亜目
アロサウルス類

シンラプトル科 ●＊
ネオベナートル科 ●1
カルカロドントサウルス類 ●
科不詳 ●1

スピノサウルス類
科不詳 ●1

コエルロサウルス類
ティラノサウルス上科 ●3 ●1 ● ●

コエルロサウルス類 科不詳　 ●2 ●1
コンプソグナトゥス科 ●3 ●

マニラプトル類
トロオドン科 ●4 ●1
ドロマエオサウルス科 ●6 ● ● ●
デイノニコサウルス類　科不詳 ●
オヴィラプトロサウルス科 ●1 ●
カウディプテリクス科 ●3

テリジノサウルス類
テリジノサウルス上科 ●1 ●2
科不詳 ●

オルニトミモサウルス類
オルニトミムス科 ●1 ●2
科不詳 ● ●1

獣脚類科不詳 ● ●
竜脚下目

マメンチサウルス科 ●＊
ディプロドクス類 ●

ティタノサウルス形類 ●2 ●1 ●2 ● ●1 ●1 ●1 ●
ティタノサウルス類 ●1

竜脚類 科不詳 ●
鳥盤目

ヘテロドントサウルス科 ●1
装盾亜目

剣竜類
剣竜類 科不詳 ●＊

鎧竜類
アンキロサウルス科 ●1
ノドサウルス科 ●1 ●1
鎧竜類　科不詳 ●

角脚類
角竜下目 ●1

プシッタコサウルス科 ●5 ●1
アーケオケラトプス科 ●1 ●2
新角竜類　科不詳 ●2 ●

鳥脚亜目
イグアノドン類 ●1 ●2 ● ●1 ●
ハドロサウルス上科 ●4 ●1 ●2
鳥脚類　科不詳 ●1 ●1 ● ●1

鳥盤類　科不詳 ●

分類群
中国 日本 タイ
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東・東南アジアの前期白亜紀恐竜フォーナ

東アジア地域の前期白亜紀の恐竜フォーナとして，You�
et al.（2015）がまとめ，予察的に各恐竜フォーナの比較
をした河

ヘーコウ

口層群（甘粛省），熱
ジェホール

河層群（遼寧省），新
シンミンプゥ

民堡
層群（甘粛省）の3恐竜フォーナを取り上げる（図5）．
東南アジア地域では，タイ王国東北部に分布するコラー
ト層群が比較的連続的な層序が観察される中生界であり，
Buffetaut�et al.（2006）などにより恐竜フォーナが詳し
く議論されており，新しい研究成果を含めて検討する．

地名や恐竜類の学名の中国語のカタカナ表記は，福嶋
（2011）の中国語音節表記ガイドラインに従ったが，一
部地名や人名に由来する学名は，現地発音に近い表記に
した．ただし，すでに慣例化している表記については，

この限りではない．

河口恐竜フォーナ（Hekou Dinosaur Fauna）
中国北西部，甘粛省蘭

ランジョウ

州周辺に分布する下部白亜系の
湖〜河川成堆積物からなる河口層群（Hekou�Group：オー
テリビアン階〜アプチアン階下部）から発見された恐竜
で 構 成 さ れ る （ 図 4;�Horton�et al.,�2004;�You�et al.,�
2005a）．本層群からは3種の竜脚類が発見されており，
そのうち2種Daxiatitan binglingi（ダーシアティタン・ビ
ンリンギ）とHuanghetitan liujiaxiaensis（ホアンへーティ
タン・リウジアシアエンシス）は同じ場所から発見され
た比較的原始的なティタノサウルス形類に分類され，
1�kmほど離れた現場から発見されたYongjinglong datangi

（ヨンジンロン・ダータンギ）は進化的な分類群のティタ
ノサウルス類だと考えられている（You�et al.,�2006,�2008;�
Li�et al.,�2014）．いずれも断片的な部位しか発見されて
いないが，ヨンジンロンではユニークな3つの形態型を
示すヘラ状の歯が知られている（Li�et al.,�2014）．また
鎧竜類の尾椎や腸骨，装甲板などが発見されており，イ
ングランドの下部白亜系から知られているノドサウルス
科のPolacanthus foxii（ポラカントゥス・フォクシィ）に
近縁な新属新種Taohelong jinchengensis（タオへーロン・
ジンチェンゲンシス）として報告されている（Yang�et 
al.,�2013）．河口層群で最も特徴的な恐竜は，植物食恐竜
では最大の歯を持つLanzhousaurus magnidens（ランジョ
ウサウルス・マグニデンス）である．歯が密集して並び，
咀嚼に適した顎を持つ，いわゆるイグアノドン類である
が，個々の歯は巨大で，歯骨歯では幅が7.5�cm，高さが
14�cmに達するものもある（You�et al.,�2005a）．本層群
からは，獣脚類の体化石の発見はまだない．

熱河恐竜フォーナ（Jehol Dinosaur Fauna）
中国東北部，遼寧省周辺に分布する下部白亜系熱河層

群から発見された恐竜で構成される（図4;�Zhou�and�
Wang,�2010）．Pan�et al.（2013）は，古生態学的観点か
ら“熱河生物相”と“熱河層群”を再定義し，熱河生物
相（群）は「前期白亜紀（130�Ma〜120�Ma：バレミア
ン階〜アプチアン階最下部）の中国東北部の火山の影響
のある環境下で生息し，かつ，主に湖成堆積物（稀に河
川堆積物）中で異常なほど良い状態で保存された動植物
のこと」とし，熱河層群は「遼寧省西部の北

ベイピアオ

票（Beipiao）
盆地と阜

フーシン

新（Fuxin）盆地で堆積した，下位から義
イーシエン

県層
（Yixian�Formation），九

ジウフォタァン

仏堂層（Jiufotang�Formation），
阜新層（Fuxin�Formation）からなる地層群」とした．し
たがって，熱河恐竜フォーナは，上記定義の熱河生物相
の中の恐竜フォーナ」とする．したがって，熱河DFは，
熱河層群由来の恐竜に限らないが，前期白亜紀に北中国
地塊北東部に発達した北東方向に伸長したリフト堆積盆
群に生息していた恐竜たちであり，古地理学的位置や古

図5．東・東南アジアの主要地体構造図（A：Metcalfe,�2013を改
変）と恐竜フォーナ（B）．A，Al：アラシャンブロック，ISWJ：
西南日本内帯，OSWJ：西南日本外帯，L：ラサブロック，SG：
松潘−甘孜付加コンプレックス，Ql：泰嶺地塊，Qd：柴達木地
塊．

Fig.�5.�Tectonic�framework�of�East�and�Southeast�Asia�(A:�modified�
from�Metcalfe,�2009)�and�dinosaur�faunas�(B),�Al:�Alashan�Block,�
ISWJ:�Inner�zone�of�the�southwest�Japan,�OSWJ:�Outer�zone�of�
the�southwest�Japan,�L:�Lhasa�Block,�SG:�Songpan�Ganzi�
accretionary�complex,�Ql:�Qilian�Block,�Qd:�Qaidam�Block.
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環境については熱河層群と共通しているとみなすことが
できる．熱河生物群中の恐竜フォーナについては，基本
的にはZhou�and�Wang（2010）に従い，新発見を追加す
る．

熱河DFは，多種多様な恐竜が知られているが，特に
羽毛恐竜が特徴的である．代表的な獣脚類として，恐竜
に羽毛があることが明らかとなったコンプソグナトゥス
類Sinosauropteryx prima（シノサウロプテリクス・プリ
マ）や，ティラノサウルス上科Yutyrannus huali（ユウ
ティラヌス・ホアリ），“四つの翼を持つ”ことで知られ
たドロマエオサウルス科Microraptor gui（ミクロラプト
ル・グイ），現生鳥類のような休息姿勢で発見されたトロ
オドン科Mei long（メイ・ロン）などが挙げられる（Ji�
and�Ji,�1996;�Xu�and�Norell,�2004;�Xu�et al.,�2003,�2012
など）．その他にもオヴィラプトロサウルス類やテリジノ
サウルス上科，オルニトミムス科などの羽毛獣脚類が発
見されている（Zhou�and�Wang,�2010）．竜脚類は，頭骨
を除く部分的な骨格が発見されたティタノサウルス形類
Dongbeititan dongi（ドンベイティタン・ドンギ），Euhelopus

（エウヘロプス）属に類似したヘラ状の竜脚類の歯が発見
されている（Barrett�and�Wang,�2007;�Wang�et al.,�2007）．
鳥盤類では，へテロドントサウルス科の最後の生き残り
であり，原始的鳥盤類にも羽毛があったことを示した
Tianyulong confuciusi（ティエンユーロン・コンフキウ
シ）や，2属5種（うち4種はPsittacosaurus属）のプシッ
タコサウルス科，新角竜類Liaoceratops yanzigouensis（リ
アオケラトプス・イェンズーゴウエンシス），原始的な鳥
脚類Jeholosaurus shangyuanensis（ジェホロサウルス・
シャンユエネンシス）や，中型の植物食恐竜である
Jinzhousaurus yangi（ジンジョウサウルス・ヤンギ）と
Bolong yixianensis（ボーロン・イーシエネンシス）のイ
グアノドン類2属2種が知られている（Wu�et al.,�2010;�
Zhou�and�Wang,�2010など）．鎧竜類は，小型（幼体？）
のLiaoningosaurus paradoxus（リアオニンゴサウルス・
パラドクサス）しか知られていなかったが，Chuanqilong 
chaoyangensis（チュエンチーロン・チャオヤンゲンシス）
の発見により，大型種が存在していたことが明らかになっ
た（Xu�et al.,�2001;�Han�et al.,�2014）．

馬
マーゾンシァン

鬃山恐竜フォーナ（Mazongshan Dinosaur Fauna）
中国北西部，甘粛省馬鬃山地域に分布する下部白亜系

新民堡層群（Xinminpu�Group；アプチアン階中部〜アル
ビアン階）からは豊富な恐竜化石が発見されている（図
4;�Dong,�1997;�Dong�and�You,�1997;�Lü,�1997;�You�et al.,�
2005b,�2014;�You�and�Luo,�2008;�Kurosu�and�Ji,�2015;�
Zhang�et al.,�2015）．You�et al.（2015）では，この地層
群が分布する地域，特に馬鬃山地域の兪

ユィジィンヅー

井子（Yujingzi）
盆地と公

ゴンポーチュエン

婆泉（Gongpoquan）盆地に分布する新民堡層
群の恐竜化石を「馬鬃山恐竜フォーナ」と呼んでおり，

それに従う．
獣脚類は，ティラノサウルス上科 Xiongguanlong 

baimoensis（シォングアンロン・バイモーエンシス；Li�et 
al.,�2010）やトロオドン科Sinornithoides�sp.（シノルニ
トイデスの一種；Zhang�et al.,�2015），ドロマエオサウルス
類が報告されている（Kurosu�and�Ji,�2015）．一方，植物食
性の獣脚類は多く，オルニトミモサウルス類Harpymimus

（ハルピミムス）属の仲間や中型のBeishanlong grandis
（ベイシャンロン・グランディス；Makovicky�et al.,�2009），
テリジノサウルス科Nanshiungosaurus bohlini（ナンシウ
ンゴサウルス・ボーリニ；Dong�and�You,�1997）や中型
のSuzhousaurus megatherioides（スージョウサウルス・メ
ガテリオイデス；Li�et al.,�2007）などである．竜脚類は
2属あり，いずれも頭骨以外の部位が発見された．アジ
アのブラキオサウルス類として報告されたQiaowanlong 
kangxii（チアオワンロン・カンシィ；You�and�Li,�2009a）
は現在，ティタノサウルス形類と考えられている（Ksepka�
and�Norell,�2010）．Gobititan shenzhouensis（ゴビティタ
ン・シェンジョウエンシス）は，進化的な竜脚類の1グ
ループであるティタノサウルス類に分類されている（You�
et al.,�2003b）．

鳥脚類恐竜も多様な種類が発見されている．いずれも
原始的なハドロサウルス上科で，原始的な歯と進化的な
頭骨の特徴を示すEquijubus normani（エクイジュブス・
ノルマニ；You�et al.,�2003a），長く伸びた旁後頭骨突起

（paroccipital�process）が特徴の進化的な Jintasaurus 
meniscus（ジンタサウルス・メニスクス；You�and�Li,�
2009b），エクイジュブスに似た形態を示すが上下の顎骨
には原始的特徴が見られるXuwulong yueluni（シューウー
ロン・ユエルニ；You�et al.,�2011），側方方向に伸長した
上側側頭窓を持つGongpoquansaurus mazongshanensis（ゴ
ンポーチュエンサウルス・マーゾンシャネンシス；Lü,�
1997;�You�et al.,�2014）である．基盤的な新角竜類では，
Archaeoceratops（アーケオケラトプス）属が2種（Dong�
and�Azuma,�1997;�You�and�Dodson,�2003;�You�et al.,�
2010），別属のAuroraceratops rugosus（アウロラケラト
プス・ルゴスス；You�et al.,�2005b）がいた．

コラート恐竜フォーナ（Khorat Dinosaur Fauna）
コラート層群（ジュラ紀末〜前期白亜紀）は，下位か

らプ・クラドゥン（Phu�Kradung）層，プラ・ウィハン
（Phra�Wihan）層，サオ・クア（Sao�Khua）層，プ・パ
ン（Phu�Phan）層，そして最上部のコク・クルアト（Khok�
Kruat）層から成る（図5）．各層から発見される恐竜に
ついては，Buffetaut�et al.（2006）で包括的に述べられ
ている．本論では，各層から産する恐竜化石群をそれぞ
れ別の恐竜フォーナとし，近年の発見や新見地を加えて
議論する．年代は，Racey�and�Goodall（2009）に従う

（図5B）．なお，プラ・ウィハン層からは足跡化石のみし
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か発見されていないため，今回は取り上げていない．
1．プ・クラドゥン恐竜フォーナ（Phu�Kradung�Dinosaur�

Fauna）
コラート層群最下部プ・クラドゥン層（？後期ジュラ

紀〜ベリアシアン階？）からは，学名の付いた恐竜はま
だ発見されていない．しかしながら，ステゴサウルス類
の椎体（Buffetaut�et al.,�2001）や鳥脚類の骨化石の一部

（Buffetaut�et al.,�2006）に加え，近年発見された上部ジュ
ラ系と考えられる新しい恐竜化石産地から非常に保存状
態の良い獣脚類アロサウルス上科シンラプトルに類似し
た歯や頭骨，マメンチサウルス類の椎骨などが発見され
ている（Buffetaut�and�Suteethorn,�2007;�Suteethorn�et al.,�
2012;�Chanthasit�et al.,�2015）．
2．サオ・クア恐竜フォーナ（Sao�Khua�Dinosaur�Fauna）

サオ・クア層（ベリアシアン階〜バレミアン階下部）
からは，コラート層群の中で最も多様で，保存状態の良
い恐竜化石が発見されている．恐竜フォーナの構成要素
は，獣脚類と竜脚類で，鳥盤類は未発見である．獣脚類
では，従来はティラノサウルス類とされていたが，近年
ではアロサウルス上科でSinraptor（シンラプトル）属に
近縁とされるSiamotyrannus isanensis（シアモティラヌ
ス・イーサネンシス；Buffetaut�et al.,�1996;�Carrano�et 
al.,�2012），発見部位は非常に限定的であるが特徴的な�
歯が発見されているスピノサウルス類 Siamosaurus 
suteethorni（シアモサウルス・スティートルニ；Buffetaut�
et al.,�2008），後肢の一部が発見されたオルニトミモサ�
ウルス類Kinnareemimus khonkaenensis（キンナリーミ�
ムス・コンケーネンシス；Buffetaut�et al.,�2009），コ�
ンプソグナトゥス類の部分骨格（Buffetaut�et al.,�2006）
など，シアモティラヌス以外は断片的な情報である．
Phuwiangosaurus sirindhornae（プゥイアンゴサウルス・
シリントーナエ）は全身骨格が発見されている竜脚類で，
ティタノサウルス形類に分類される（Martin�et al.,�1994;�
Suteethorn�et al.,�2010）．また，Suteethorn�and�Le�Loeuff

（2012）は，アジアでは初めてとなるディプロドクス類
を報告している．
3．プ・パン恐竜フォーナ（Phu�Phan�Dinosaur�Fauna）

プ・パン層（バレミアン階〜アプチアン階）からは，
恐竜の体化石は，ほとんど発見されておらず，竜脚類の
骨の一部が発見されているのみである．
4．コク・クルアト恐竜フォーナ（Khok�Kruat�Dinosaur�

Fauna）
コク・クルアト層（アプチアン階）では，従来から多

くの種類の恐竜体化石が発見されているが，断片的なも
のが多く，その詳細は不明のままであった（Buffetaut�et 
al.,�2005）．しかし，近年の発掘調査により恐竜フォーナ
の実体が明らかになりつつある．予察的ではあるが，
Azuma�et al.（2011）やChokchaloemwong�et al.（2015）
は，カルカロドントサウルス類の頭骨の一部や歯を報告

している．追加標本も多く得られており，種の同定が可
能と考えられる．また，ティタノサウルス形類の歯など
が発見されている．鳥盤類では，Buffetaut�and�Suteethorn

（1992）は，歯骨の一部から，角竜類 Psittacosaurus 
sattayaraki（プシッタコサウルス・サッタヤラキ）を報
告したが，プシッタコサウルス属であるか否かについて
は議論がある（Sereno,�2000）．本フォーナで最も多様な
分類群は鳥脚類である．いずれもイグアノドン類で，原
始的なRatchasimasaurus suranareae（ラチャシマサウル
ス・スラナリアエ；Shibata�et al.,�2011），ハドロサウル
ス上科のSiamodon nimngami（シアモドン・ニムンガミ；
Buffetaut�and�Suteethorn,�2011）やSirindhorna khoratensis

（シリントーナ・コラーテンシス；Shibata�et al.,�2015）
の3種が報告されている．

恐竜フォーナの比較

各恐竜フォーナを地域ごとで比較してみる（図4）．ま
ず，本邦においては，手取恐竜フォーナ（勝山DFと白
峰DFをまとめて）はアロサウルス上科やティタノサウ
ルス形類，原始的なイグアノドン類の存在で特徴付けら
れる．ただし，勝山DFと白峰DFではアロサウルス上科
やオルニトミモサウルス類の有無など，構成要素が若干
異なっている．丹波・篠山DFは手取DFとは大きく異な
り，テリジノサウルス類や新角竜類が存在し，さらに，
竜脚類タンバティタニスは，タイのプィアンゴサウルス
に類似した“杭状”の歯を持つ点で，手取層群から発見
される“ヘラ状”の歯を持つ種類とは異なっている．

中国では，前期白亜紀前半の河口DFは，巨大な竜脚
類（ダーシアティタンやホアンへーティタン）で特徴付
けられ，獣脚類は見つかっていない．アジアでは初めて
発見されたノドサウルス科ポラカントゥス類や，世界最
大の歯を持つユニークな鳥脚類（ランジョウサウルス）
など，他の恐竜フォーナでは知られていない種類が発見
されている．熱河DFは，アジアにおいて最も豊富な恐
竜フォーナであり，2010年時点で35種類の恐竜が知られ
ている（Wu�et al.,�2010;�Zhou�and�Wang,�2010）．獣脚
類は全てがコエルロサウルス類で，ティラノサウルス類
から鳥類まで主だったグループを網羅している．鳥盤類
では，原始的な角竜類が豊富で特にプシッタコサウルス
属が多い．馬鬃山DFは，熱河DFと類似しているが，プ
シッタコサウルス属以外の4種の新角竜類や多様なハド
ロサウルス上科がいた．

タイでは，プ・クラドゥングDFの上部ジュラ系の部
分からマメンチサウルス類や剣竜類が見つかっており，
中国四川省の後期ジュラ紀の「マメンチサウルス動物群」

（Dong,�1993;�Wang�et al.,�2008）と比較できる．前期白
亜紀のサオ・クアDFやコク・クルアトDFは，スピノサ
ウルス類を除いて，本論で比較している東アジアの他地



化石101号 柴田正輝・尤　海魯・東　洋一

特集：「化石」100号記念（2）

−�32�−

域の恐竜フォーナと類似する．
以下は，恐竜の分類群ごとに比較する（図4,�6）．
獣脚類：東アジア地域北方（熱河DF，馬鬃山DF）に

は，中〜大型肉食性の獣脚類として，ユウティラヌス（熱
河DF）やシォングアンロン（馬鬃山DF）などのティラ
ノサウルス上科がいた．Brusatte�and�Carr（2016）によ
ると，熱河DFのティラノサウルス上科はすべてプロケ
ラトサウルス科に属するのに対し，馬鬃山DFのものは
より進化したティラノサウルス科に近縁であったとされ
ている．また，馬鬃山DFには，前期白亜紀後半になる
と，植物食の大型獣脚類である，テリジノサウルス類スー
ジョウサウルス（全長6メートル）やオルニトミモサウ
ルス類ベイシャンロン（全長7メートル）などが現れる．
一方，アジア大陸東縁（白峰DFや北谷DF）や南東部

（コラートDF）では，これらのような大型のコエルロサ
ウルス類は知られていない（白峰DFではティラノサウ
ルス上科の歯のみが発見されており，しかも小型である）．
これらの地域では，肉食恐竜としては，フクイラプトル

（勝山DF）やシアモティラヌス（コク・クルアトDF）な
どのアロサウルス類がその地位を占めている．植物食性
の獣脚類では，オルニトミモサウルス類が勝山DFとコ
ラートDFにいたが，馬鬃山DFのべイシャンロンほど大
型ではない．小型の獣脚類は，熱河DF以外では種類の

判別が出るほど保存状態の良い標本が少なく単純に比較
できない．しかし，熱河DFには，アジアの他地域にい
た種類ほぼ全てがおり，当時の代表的な小型の獣脚類群
があったと言える．ただ，勝山DFのフクイベナートル
のような，鋸歯の無い円錐状の歯を持つ種類はまだ知ら
れていない．

竜脚類：アジア全域にティタノサウルス形類が広く分
布していたことがわかる．ただ，歯形態から考えると，
プィアンゴサウルスのような杭状の歯を持つ種類は，丹
波・篠山DFとコラートDFに限定され，それ以外はいわ
ゆるヘラ状の歯を持つ．

角竜類：白峰DFのアルバロフォサウルスは原始的な
角竜類である．しかし，アジア地域で特徴的なのが，原
始的な角竜類のプシッタコサウルスで，熱河DFでは5種
が知られており，また標本の数も多い．しかし，熱河DF
以外では，コラートDFのみからしか知られていないと
いう，限定的な分布を示している（図6）．他の原始的な
角竜類は新角竜類で，熱河DFと馬鬃山DFのアーケオケ
ラトプス科は，河口DFと勝山DF以外で発見されている．

鳥脚類：多種多様な種類が全地域で発見されている．
特に馬鬃山DFでは最も多様化しており4種類いた．熱河
のジンジョウサウルスとボーロンはヨーロッパのイグア
ノドン類とともに“イグアノドン上科”（‘Iguanodontoidsʼ）

図6．恐竜類の系統図と各フォーナの恐竜の分類学的位置．Benton（2014）を元にFarke�et al.（2014）とNorman（2015）を加筆し修正．科
不詳の獣脚類では，記入出来なかった種類もある（例，勝山DFのフクイベナートルなど）．

Fig.�6.�Simplified�dinosaur�phylogenetic�tree�and�phylogenetic�positions�of�dinosaurs�of�each�fauna.�Modified�from�Benton�(2014),�and�added�
from�Farke�et al.�(2014)�and�Norman�(2015).�Theropoda�indet.�and�Theropoda,�family�indet.�are�not�included�(e.g..�Fukuivenator�of�Katsuyama�
Dinosaur�Fauna).
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を形成している（Norman,�2015）．予察的検討によると，
北谷DFのフクイサウルスも，この“イグアノドン上科”
に属すると考えられる（図6）．河口DFの鳥脚類は，ラ
ンジョウサウルスを除いて，比較的進化的なグループで
あるハドロサウルス形類（ハドロサウルス上科を含む）
に分類される（Norman,�2015;�Shibata�et al.,�2015）．た
だし，東南部のコラートDFに鳥脚類が出現するのは，コ
ク・クルアトDF（アプチアン期）になってからで，3属
のハドロサウルス上科が発見されており，ハドロサウル
ス上科がアジア地域でも広域に拡散し多様化していたこ
とがわかる（図6）．

前期白亜紀の古地理と環境

古地理
本論で取り上げている下部白亜系の古地理学的研究に

ついては，いずれについても未だ議論があり統一した見
解は得られていない．ここでは，Philippe�et al.（2014）
とAmiot�et al.（2015）で示された東・東南アジア古地理
図を元に，Blakey（2006）を参考にして，復元をおこ
なった（図7）．ただし，中国西部に関しては，中国国内
での最新の研究（Song�et al.,�2012,�2013;�Liu�et al.,�2015）
を参考にした．
1．手取層群・篠山層群

日本海拡大以前，後期三畳紀以降は，日本列島はアジ
ア大陸の東縁に位置し，弧‐海溝系の一部を形成してい
た（図7;�磯崎ほか,�2011,�2016）．西南日本の白亜系堆積
盆は，当時の沈み込み帯に関係して形成された堆積盆で，
火山弧に対する相対的位置の違いが，各堆積盆の堆積相
および化石相に反映されている（磯崎ほか,�2016）．飛騨
帯と飛騨外縁帯を覆う手取層群は，当時の日本の主要部

（中央構造線付近）とは離れた北中国地塊中の北方で堆積
した（Kozai�et al.,�2005;�磯崎ほか,�2011など）．椚座ほ
か（2002）では，手取層群（石徹白亜層群）の砕屑粒子
の供給源を南北中国地塊の衝突帯の広い範囲に見出し，
また手取盆地の南側に，付加作用により成長した形成さ
れた大山脈（美濃帯）からも堆積物が供給されたとして
いる．松川ほか（2007）によると，岐阜県飛騨‐古川地
域に分布する手取層群稲越層（オーテリビアン階〜バレ
ミアン階）に海生軟体動物化石が発見され，その二枚貝
化石群が同時期の中国黒竜江省の化石群と共通し，西南
日本外帯のそれとは異なることから，北東方向に開けた
湾が発達していたことを示した．Hirooka�et al.（2002）
は，手取層群の恐竜化石包含層の古地磁気学的研究によ
り，桑島層や北谷層の堆積時，手取地域が北緯40度付近
に位置していたことを示した．上記の先行研究を考慮す
ると，手取盆地はユーラシア大陸東縁に発達した造山帯

（大山脈）の西側の背弧（あるいは弧内）堆積盆で，西側
も山脈で境された北緯40度付近の北東側に開けていた平

野だったと考えられる（図7;�Philippe�et al.,�2014;�Amiot�
et al.,�2015）．

桑島層は，Okazaki�and�Isaji（2008）によると，下部
は汽水環境下にあったが，大部分は河川が支配的な三角
州の堆積物だとされ，層相変化は下部から上部へと三角
州の前進過程を示しており，最終的には網状河川とその
周囲に氾濫原が広がる海岸平野の三角州であった，とし
ている．一方，北谷層は三日月湖を伴う蛇行河川の堆積
物である（矢部・柴田,�2011;�Suzuki�et al.,�2015）．以上
のようなことから，桑島層はより河口に近い海岸平野で，
北谷層はより内陸に入った環境で堆積したと推察される．

篠山層群は，ペルム紀付加コンプレックスの超丹波帯
を覆う陸成層で，丹波帯や超丹波帯由来の岩石を含む（吉
川，1993）．篠山層群の堆積盆地では，下部層から上部
層にかけて，堆積盆が縮小し，かつ，後背地の火山活動
が活発化したことがわかっている．また，手取層群が堆
積した飛驒帯から離れた，やや南方の堆積盆地で堆積し
たものと考えられ，韓国の慶尚堆積盆地と水域が繋がっ
ていた可能性がある（Lee,�2008）．

一方の西南日本外帯の下部白亜系陸成層は，西南日本
内帯より南方に位置していた前弧堆積盆で堆積したもの
であると考えられ，温暖湿潤気候域に分布していた裸子
植物の珪化木化石Shimakuroxylonの存在から，西南日本
外帯が低緯度にあった可能性が指摘されている（Philippe�
et al.,�2014;�田沢,2004;�山北・大藤,�2000など）．

図7．東・東南アジアの前期白亜紀の古地理図と恐竜フォーナ（Amiot�
et al.（2015），Blakey（2006）を修正）．K：コラートDF，H：
河口DF，J：熱河DF，M：馬鬃山DF，Te：手取DF，TS：丹波・
篠山DF．

Fig.�7.�The�Early�Cretaceous�paleogeography�and�dinosaur�fauna�in�
East�and�Southeastern�Asia�(modified�from�Amiot�et al.�[2015]�and�
Blakey�[2006]).�K:�Khorat�DF,�H:�Hekou�DF,�J:�Jehol�DF,�M:�
Mazongshan�DF,�Te:�Tetori�DF,�TS:�Tamba-Sasayama�DF.
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2．中国下部白亜系
前期白亜紀初め頃の北中国地塊の北部および北東部は，

古太平洋プレートの沈み込みやモンゴル−オホーツク海
の閉鎖， 燕

イェンシャン

山 造山運動などによる伸張運動を被ってお
り，燕山から大

ダーシンアンリン

興安嶺（Great�Xingʼan�Range）の西部に
かけて大地溝帯が発達し，北東から東部にかけては，現
在のチベット高原のような広範囲に渡る高地（北中国東
部高地：East�North�China�Highland）であったと考えら
れている（Liu�et al.,�2015）．恐竜化石を産する北中国東
部地域の下部白亜系は，この高地の河川や湖で堆積した
ものである．前期白亜紀の北中国東部高地には小規模な
リフト堆積盆が多数存在していた（Liu�et al.,�2015）．そ
の堆積盆の一つ（特に北票・阜新盆地）にたまった湖成
堆積物が熱河層群である．熱河層群は，河北省・遼寧省・
内モンゴル自治区にまたがるが，主要な分布域は遼寧省
西部にある（Pan�et al.,�2013）．熱河層群下部の義県層で
は，火山砕屑岩が卓越することから，周辺に活発な火山
活動が存在していた湖で堆積したものと考えられる（Liu�
et al.,�2015など）．堆積場の古緯度は北緯42度付近であっ
た（Amiot�et al.,�2015）．

一方，中国北部の中西部は，古生代に衝突した小規模
な地質構造体で構成されている（図5;�Metcalfe,�2013）．
北中国地塊の西部にあたる，本論で扱う甘粛省周辺は，
大きく2つのブロックに分けられ，河口層群は泰

チンリン

嶺ブロッ
ク（Qilian�Block）の甘粛省蘭州‐民

ミンヘー

和盆地（Lanzhou-
Minfe�Basin）に堆積した河川〜湖成堆積物で（Horton�et 
al.,�2004;�Chen�et al.,�2013;�Song�et al.,�2013），新民堡
層群はアラシャンブロック（Alashan�Block）の兪井子‐
公婆泉盆地（Yujingzi-Gonpoquan�Basin）の河川〜湖成
堆積物である（図5;�Tang,�et al.,�2001）．両ブロックは後
期デボン紀には衝突していたが，アラシャンブロックが
北中国地塊に衝突した時期は明確ではない（Song�et al.,�
2013）．ただし，Sun�et al.（2006）によると，これら西
部のブロック群は白亜紀以前には互いに付加しており，
白亜紀以降，南北中国地塊に対し，20度時計回りに回転
した．また，古地磁気学的研究から河口層群は北緯31度
付近，新民保層群は北緯35度付近で堆積したと考えられ
る（Yang�et al.,�2002;�Amiot�et al.,�2015）．このように本
論で取り上げている甘粛省の下部白亜系は，異なったブ
ロック上の堆積盆地で堆積したと考えられる（図7）．
3．コラート層群

コラート層群は，タイ王国およびラオス，カンボジア
にかけて広く分布する後期三畳紀〜前期白亜紀のコラー
ト堆積盆（インドシナ地塊）で堆積した河川成堆積物で
ある（Racey,�2009）．コラート盆地は，インドシナ地塊
がペルム紀〜三畳紀にかけて南中国地塊に衝突に伴って
形成された前陸堆積盆地で，ジュラ紀には上昇し，下部
〜中部ジュラ系を欠く（Racey,�2009）．南中国‐インド
シナ地塊は紅河断層（Red�River�Fault）で境されるが，

前期白亜紀前半のサオ・クア層からプ・パン層堆積時に
かけて，インドシナ地塊がこの断層帯に沿って950�km南
方に移動したと考えられており，これらの層の堆積時に
南中国地塊の中生界の主要な堆積盆地である四川盆地と
近接していたと考えられている（Charusiri�et al.,�2006）．
コラート層群最上部のコク・クルアト層堆積時は北緯16
度付近に位置していた（Charusiri�et al.,�2006）．

古環境
Amiot�et al.（2015）は，東・東南アジアの前期白亜紀

の脊椎動物化石の骨や歯に含まれるアパタイトによる酸
素・炭素同位体比により，各堆積盆地の古環境の復元を
試みた（図7）．彼らによると，当時の東・東南アジア地
域は“天然バリア”（ここでは山系）によって幾つかの堆
積盆地に分けられ，熱帯・亜熱帯から冷温帯，湿潤から
乾燥まで，異なる気候帯がモザイク状に存在するような
環境であったとしている．この気候区分は，Kimura

（1987）が示した前期白亜紀の植物地理区と合致する（図
8）．しかしながら，近年，手取層群最上部の北谷層から
領石型の熱帯・亜熱帯気候下で生育するBrachyphyllumが
発見されている（Yabe�and�Kubota,�2004;�矢部・柴田,�
2011）．矢部・柴田（2011）では，Brachyphyllumの産出
と炭酸塩ノジュールの存在をあわせて考えると，この地
域に温暖化や乾燥化したことを示す可能性があるとして
いる．これに対し，下位の桑島層からは，このような�
温暖化や乾燥化を示すような証拠は発見されていない．
従って，手取地域で桑島層堆積時から北谷層堆積時に�
かけて気候変化が生じていたことが示唆される（矢�
部・柴田,�2011）．篠山層群で下部層に赤褐色泥岩・砂�
岩が卓越することや上部層に乾燥した気候を好む種類

（Cheirolepidiaceaeなど）が多いことなどから，乾燥化し
ていたことが指摘されている（吉川,�1993;�山田,�2009）．

河口層群が堆積した蘭州盆地は，Amiot�et al.（2015）
では示されておらず気候帯は不明であるが，新民堡層群
が堆積した兪井子・公婆泉盆地よりは南部に位置してい
たことから，暖温〜亜熱帯であったと考えられる．また，
Suarez�et al.（2014）によるランジョウサウルスの歯の
同位体比値から，半乾燥〜半湿潤気候と推定している．
新民堡層群は，図8では暖温帯で乾燥気候であったとさ
れ，Tang�et al.（2001）の堆積学的研究では，下位から
上位に乾燥〜湿潤気候へと変化したと考えられている．
熱河層群は，内陸の高地に位置しており，冷温帯の半乾
燥気候であったと考えられている（Zhou�et al.,�2003;�
Amiot�et al.,�2015）．

一方，東南アジア地域に位置するコラート層群は，熱
帯〜亜熱帯の湿潤な気候に区分されている（図8;�Amiot�
et al.,�2015）．しかし，Meesook（2000）は，コラート
層群が下位から上位へ半乾燥〜湿潤気候，そして前期白
亜紀終わりには乾燥気候へと移行したと考えた．また，
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Hasegawa�et al.（2010,�2012）によると，亜熱帯高圧帯
が前期白亜紀から中頃にかけて北緯40度付近から北緯20
度付近へ南下し，コク・クルアト層堆積時に乾燥化が進
行し，その後コラート盆地が砂漠化したことを示した．

議論：恐竜フォーナと古地理と環境から見る 
本邦の前期白亜紀恐竜フォーナの変遷

これまで，現時点で得られる恐竜化石記録に基づき，
東・東南アジアの前期白亜紀恐竜フォーナの比較をおこ
ない，さらに各フォーナの古地理および古環境をレビュー
してきた．ここでは，本邦前期白亜紀の恐竜フォーナに
ついて，特に中型の肉食性獣脚類，イグアノドン類，新
角竜類，竜脚類に焦点をあて，さらに，近年報告された
韓国下部白亜系の恐竜も念頭に置いて恐竜フォーナの変
遷について議論する．

河口DFは，ヨーロッパ型のポラカントゥス類や原始
的で大型の鳥脚類など，アジアの他地域では発見されて
いないタクサを含み，非常に特異な恐竜から構成される．
古地理から見ても，他の東・東南アジアの恐竜フォーナ
とは隔絶されていた可能性が高く，本邦の恐竜フォーナ
と直接の関係があった可能性は低い．

一方，熱河DFは，多様な恐竜類から構成され，前期
白亜紀の恐竜フォーナについて多くの情報を提供する．
しかしながら，現在のチベット高原のような高地で，か
つ火山活動が活発な地域と考えられ，やや寒冷な環境下
で生息していた恐竜である．前期白亜紀の，“一般的”と

いうよりは“特殊”な恐竜フォーナであった可能性があ
る．発見されている恐竜の種類は限定的であるが，白峰
DFは，熱河DFと比較的類似していると言える．さらに
両地域の動物相で共通する点が，ワニ類を欠き，代わり
に多様なコリストデラ類が存在していたことである

（Matsumoto�and�Evans,�2010）．前期白亜紀の東アジアで
のコリストデラ類の分布は，Kimura（1987）による植物
相の分布で示された北方系の手取型植物群と一致するこ
とから，これら2地域にみられる恐竜類は，他地域と比
べ，比較的寒冷な気候下で生息していた種類と考えられ
る．また，興味深いことに，Brusatte�and�Carr（2016）
は，熱河DFのティラノサウルス類は，ヨーロッパのタ
クサと供にプロトケラトサウルス類という単系統群を形
成するが，馬鬃山DFのティラノサウルス類はこれに属
さない進化した種類であることを示した．このことは，
熱河DFがヨーロッパとの強い関連性があったことを示
唆する．

これに対し，勝山DFには熱河DFには見られない，中
型の肉食性獣脚類ネオベナートル類が存在している．こ
れは，同じサイズの肉食恐竜ではティラノサウルス類が
優勢であった熱河層群とは大きく異なる．勝山DFに存
在するネオベナートル科を含むアロサウルス上科は，ア
ジア東南部のコラートDFにも含まれている．つまり，比
較的寒冷なアジア北部にいたティラノサウルス類は，本
邦では白峰DFに認められ，一方アロサウルス類は，南
方から勝山DFに加わったと考えられる．

中型の植物食恐竜であるイグアノドン類では，熱河DF
と勝山DFは，ヨーロッパ型の“イグアノドン上科”が
存在していたことで共通する．しかし，勝山DFには，よ
り進化したハドロサウルス上科も共存していた．興味深
い事に，当時のアジア大陸南部のコラートDFでは，ア
プチアン期になって初めて鳥脚類が出現し，しかも多様
なハドロサウルス上科が存在していた．さらにほぼ同時
期かやや若い時代の馬鬃山地域でも多様な種類の原始的
なハドロサウルス上科がいた．これら前期白亜紀のハド
ロサウルス上科の記録は，アジア地域に限られることか
ら，同グループは前期白亜紀の東・東南アジアで誕生し，
拡散したと考えることができる（You�et al.,�2003;�Shibata�
and�Azuma,�2015;�Shibata�et al.,�2015）．

角竜類は非常に興味深い分布をしている．特に，プシッ
タコサウルスは，熱河DFで最も多様な種類の一つであ
る．同属の分布は，当時のアジア大陸北部に限定されて
いるが，ほぼ同緯度の手取DFで全く発見されていない

（Sereno,�2010）．断片的な記録がタイから知られている
ものの，同定には議論がある（Sereno,�2010）．したがっ
て，両堆積盆地の間には，プシッタコサウルスのような
小型の植物食恐竜が移動できない地理的障壁，あるいは
餌となる植物相に違いがあった可能性が想起される．ま
た，プシッタコサウルス以外の原始的な新角竜類も，�

図8．東・東南アジアの前期白亜紀の古地理図・古気候区・植物相
（Amiot�et al.（2015）の古地理図および古気候区をもとに，Kimura
（1987）の植物相の分布を加えた）．

Fig.�8.�The�Early�Cretaceous�paleogeography,�paleoclimate�and�flora�
in�East�and�Southeastern�Asia.�Modified�from�Amiot�et al.�(2015)�
and�added�floral�data�from�Kimura�(1987).
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＋手取DFからは発見されていない（白峰DFには科不詳�
の角竜類がいるが）．本邦では，前期白亜紀後半にな�
り，丹波・篠山DFにおいて原始的な新角竜類が存在す�
るようになる．一方，韓国では，下部白亜系タンド層

（Tando�Formation）から原始的な角竜類Koreaceratops 
hwaseongensis（コリアケラトプス・ファソンゲンシス）
が報告され，アーケオケラトプスより進化的であったこ
とが示されている（Lee�et al.,�2011）．タンド層はアルビ
アン階であることから，馬鬃山DFの多様な新角竜類を
考慮すると，新角竜類は，アプチアン期以降にアジア大
陸中央部から東縁に移動してきた可能性が高い．

大型植物食恐竜の竜脚類では，ヘラ状の歯を持つティ
タノサウルス形類が主流であったアジア地域に，前期白
亜紀後半になり杭状の歯を持つ種類が現れる．コラート
DFでは，杭状の歯のプィアンゴサウルスのみが知られて
いる．本邦おいても，白峰DFと北谷DF（オーテリビア
ン期〜アプチアン期）には存在しないが，より温暖にな
り乾燥していた気候下の丹波・篠山DF（アルビアン期）
で杭状の歯の竜脚類タンバティタニスが出現する．

以上をまとめると，本邦の前期白亜紀の恐竜フォーナ
と，アジア地域の恐竜フォーナとの関係は次のような仮
説が提示できる．まず，前期白亜紀前半（白峰DF），手
取盆地には，寒冷な気候下にある熱河DFと類似する生
態系があった．そして，前期白亜紀中頃になり（勝山
DF），乾季を伴う温暖な気候へと移行するにつれ，南方
系（植物群の表現を借りるならば）の恐竜フォーナとの
共通性が認められるようになる．この傾向は，アロサウ
ルス類のフクイラプトルや，コシサウルスのような典型
的なハドロサウルス上科の産出に代表される．その一方
で，熱河DFとの共通要素として，ヨーロッパ型の鳥脚
類である“イグアノドン上科”に属するフクイサウルス
の存在がある．やがて前期白亜紀後半（丹波・篠山DF）
になると，本邦でも乾燥した気候が卓越し始め，半湿潤
〜乾燥気候下で繁栄していた新角竜類（馬鬃山DF）や，
プィアンゴサウルスのように杭状の歯を持つ竜脚類（コ
ラートDF）が共通して認められるようになる．

このような恐竜フォーナの変化は，白峰DFから勝山
DF，丹波・篠山DFへと，温暖化・乾燥化が進行すると
いう気候の変化と大いに関係していると考えられる．

結論

本論では，本邦で発見されている前期白亜紀の恐竜類
について，先行研究をもとに各恐竜フォーナを認識し，

“前期白亜紀”という大きな時間的枠組みで捉えて，アジ
ア地域の恐竜フォーナと古地理，古環境をあわせて比較
した．その結果，本邦の前期白亜紀の恐竜フォーナには，
分類群および気候の変化によって，北方と南方からの異
なる移動経路の存在や前期白亜紀の初め中頃にかけて

ヨーロッパと共通の恐竜フォーナからアジアでの進化的
な種類が出現した可能性が示された．今後，さらに詳細
な恐竜類のアジア地域での進化過程を考えるためには，
高解像度の時系列における古地理学的，古気候・古環境
学的地球化学的研究を加え，さらに哺乳類化石など他の
脊椎動物化石記録を含めた，前期白亜紀の脊椎動物相全
体の変化や植物相の変遷を考慮した包括的な研究が必要
である．
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